
昭
和
三
十
四
（
一
九
五

九
）
年
九
月
二
十
六
日
、

こ
の
名
張
で
は
朝
か
ら
雨

が
降
り
、
午
後
は
次
第
に

風
雨
が
強
く
な
り
、
異
様

な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
午
後
八
時
に
は

雨
量
が
三
〇
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、
更
に
奈
良

県
山
岳
地
帯
で
は
六
五
〇

ミ
リ
の
集
中
豪
雨
と
な
り
、

こ
の
水
が
鉄
砲
水
と
な
り

名
張
川
に
集
ま
り
ま
し
た
。

箕
曲
地
域
で
は
、
夏
見

の
糸
川
橋
の
橋
脚
に
流
れ

て
き
た
大
木
や
ゴ
ミ
が
引
っ

か
か
り
、
せ
き
止
め
ら
れ

た
た
め
に
、
そ
の
濁
流
が

人
家
や
田
畑
に
ど
っ
と
流

れ
込
み
、
名
張
川
左
岸
の

夏
見
下
出
、
下
川
原
、
瀬

古
口
、
箕
曲
中
村
広
保
の

ほ
と
ん
ど
が
浸
水
し
、
更

に
夏
見
坊
垣
も
水
害
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
台
風
に

よ
る
地
域
内
の
死
者
・
行

方
不
明
者
は
五
名
。
家
屋

の
流
出
二
四
戸
、
全
壊
と

半
壊
四
七
戸
、
床
上
浸
水

二
四
〇
戸
と
市
内
で
最
大

の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
復
旧
も
自
衛
隊
や

他
地
区
の
方
々
の
協
力
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
か
月

に
わ
た
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
流
さ
れ
た
橋
も
強
固

に
修
復
さ
れ
、
河
川
改
修

や
守
り
神
と
な
っ
た
青
蓮

寺
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
大

き
な
災
害
は
今
ま
で
起
き

て
い
ま
せ
ん
。

近
年
は
想
定
外
の
豪
雨

や
大
型
台
風
に
よ
る
甚
大

な
災
害
を
受
け
て
い
る
地

域
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
こ
の
機
会
に
我

が
家
の
備
え
、
隣
近
所
と

の
連
携
・
見
守
り
、
そ
し

て
地
域
の
安
全
に
つ
い
て

点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

猛
暑
の
夏
を
乗
り
越
え

て
、
九
月
十
四
日
に
「
稲

刈
り
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施

し
、
七
年
目
と
な
り
ま
し

た
酒
米
「
神
の
穂
」
を
酒

米
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
に
教

え
て
頂
き
な
が
ら
、
刈
取

り
と
は
さ
掛
け
を
施
し
、

天
日
干
し
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

来
春
に
は
こ
だ
わ
り
の

地
元
酒
「
純
米
大
吟
醸
み

の
わ
」
と
「
特
別
純
米
酒

み
の
わ
」
が
出
来
上
が
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
学
校
田
の
も
ち

米
の
収
穫
も
十
七
日
に
終

了
し
、
子
ど
も
た
ち
が
お

待
ち
か
ね
の
「
も
ち
つ
き

大
会
」
は
十
一
月
の
予
定

で
す
。
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多
く
の
家
屋
が
濁
流
に
の
ま
れ
る
！

我が身、我が家、我が箕曲は大丈夫？

発行：箕曲市民センター（〒518-0441 名張市夏見215番地）

TEL/FAX：６３－０４５３ Email:minowa-ko@emachi-nabari.jp

箕曲地域防災訓練

１１月１６日(土）

この日、名張市では総合防災訓練が実施されます。

災害時における市や地域及び関係機関の連携に基づ

く訓練となっています。

９時に災害が発生、市災害対策本部より箕曲地域

災害対策本部に連絡が入る。

当日の地域での訓練内容は、次回のみのわ通信で

案内します。当日の行動は区長、班長(小場長)より

具体的に伝達の予定です。（詳細は次号にて）

実
り
の
秋

～
稲
刈
り


